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─
『
そ
の
前
夜
』
の
翻
訳
と
受
容
を
め
ぐ
る
試
論

相
沢　

直
樹

は
じ
め
に

　

日
本
の
近
代
文
学
の
発
展
に
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
大
き
な
影
響
と
寄
与
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
今
日
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
葉

亭
四
迷
の
『
あ
ひ
ゞ
き
』（
明
治
二
一
年
＝
一
八
八
八
年
）
の
登
場
が
あ

ま
り
に
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
た
め
か
、
わ
が
国
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ
受
容
を
め
ぐ
る
研
究
（
１
）
は
、『
猟
人
日
記
』
や
『
散
文
詩
』
の
中

の
個
々
の
短
篇
を
主
要
な
対
象
と
し
た
り
、
長
篇
小
説
を
扱
う
場
合
も

（
時
代
に
よ
り
力
点
の
置
か
れ
方
は
異
な
る
と
し
て
も
）『
ル
ー
ヂ
ン
』、

『
父
と
子
』
と
『
処
女
地
』
へ
の
関
心
の
集
中
が
見
ら
れ
、『
そ
の
前
夜
』

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
を
集
め
て
来
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、『
そ
の
前
夜
』
は
明
治
時
代
の
わ
が
国
で
最
初
に
完
訳
さ
れ

た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
長
篇
小
説
（
２
）
で
あ
り
、
以
後
こ
の
小
説
に
つ
い

て
は
昭
和
に
至
る
ま
で
連
綿
と
様
々
な
翻
訳
が
発
表
さ
れ
て
来
て
い
る
。

ま
た
、『
そ
の
前
夜
』
と
い
う
作
品
が
わ
が
国
の
文
学
者
た
ち
に
影
響
を

与
え
た
り
、
創
作
上
の
刺
激
と
な
っ
た
可
能
性
も
看
過
で
き
な
い
。
多
く

は
英
語
・
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
や
作
品
紹
介
を
通
し
て
の
受
容
や
理
解
と

推
測
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
わ
が
国
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容
の
ひ

と
つ
の
形
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
そ
の
前
夜
』
受
容
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
日
本
に
お

け
る
こ
の
作
品
の
翻
訳
の
さ
れ
方
、
わ
が
国
の
文
学
者
た
ち
に
よ
る
こ
の

作
品
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

１
．
明
治
期
の
翻
訳
か
ら
『
そ
の
前
夜
』
劇
ま
で

明
治
期
の
三
つ
の
『
そ
の
前
夜
』

　

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
（
一
八
一
八
〜
一
八
八
三
）
は
生
涯
に
六
篇
の
長
篇
小

説
（
ロ
マ
ン
）
を
残
し
た
（
３
）。
そ
の
中
で
『
そ
の
前
夜
』（
一
八
六
〇
）

は
三
作
目
に
当
た
る
が
、
明
治
時
代
の
わ
が
国
で
は
、
興
味
深
い
こ
と

に
、
こ
の
小
説
の
様
々
な
翻
訳
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
多
く
は
部
分
訳
で

あ
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
完
訳
も
二
つ
存
在
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
五
七
居
士
（
佐
波
武
雄
）
に

よ
っ
て
ロ
シ
ア
語
原
典
か
ら
翻
訳
さ
れ
、
雑
誌
「
や
ま
と
錦
」
に
連
載
さ

れ
た
『
あ
ら
し

の　

花

美
さ
ほ
草
紙
』（
４
）
で
、
こ
れ
は
『
そ
の
前
夜
』
の
最
初
の

日
本
語
訳
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
長
篇
小
説
す
べ
て
の

中
で
わ
が
国
で
最
初
に
完
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
長
く
忘
れ
去

ら
れ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
は
相
馬
御
風
が
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
英
訳
か
ら
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重
訳
し
て
出
し
た
『
そ
の
前
夜
』（
明
治
四
一
年
＝
一
九
〇
八
年
）
で
、

刊
行
以
来
わ
が
国
で
広
く
読
ま
れ
、
石
川
啄
木
ら
文
学
者
を
刺
激
し
て
実

り
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
邦
訳
で
は
な
い
が
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
英
訳
の O

n the eve 

の
意
義
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
明
治
二
八
年（
一
八
九
五
）

に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
翻
訳
を
含
む
彼
女
の
『
イ
ワ
ン
・

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
小
説
集
』
全
一
五
巻
は
、
田
山
花
袋
・
國
木
田
独
歩
・
島

崎
藤
村
ら
若
き
文
学
者
た
ち
を
強
く
刺
激
し
、
文
学
的
開
眼
を
も
た
ら
し

た
と
さ
れ
る
（
５
）。

楠
山
正
雄
の
脚
色

　

一
方
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
も
『
そ
の
前
夜
』
に
対
す
る
関
心
は
衰
え

を
見
せ
ず
、
相
馬
御
風
が
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
英
訳
か
ら
重
訳
し
た
『
そ
の
前

夜
』は
、
島
村
抱
月
が
主
宰
す
る
新
劇
団「
芸
術
座
」の
楠
山
正
雄
に
よ
っ

て
脚
色
さ
れ
て
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
に

か
け
て
、
帝
国
劇
場
で
松
井
須
磨
子
の
主
演
で
上
演
さ
れ
た
。

　

こ
の
劇
は
も
ち
ろ
ん
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
そ
の
前
夜
』
に
基
づ
い
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
原
作
と
は
趣
を
異
に
す
る
所
が
多
々
あ
る
。
管
見
に
よ

れ
ば
、
楠
山
正
雄
の
脚
本
を
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
原
作
小
説
と
比
較
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
六
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
（
６
）。

（
１
）
人
物
や
場
面
の
設
定
の
簡
略
化

（
２
）
主
人
公
イ
ン
サ
ー
ロ
フ
に
対
す
る
期
待
の
地
平
の
後
退

（
３�

）
原
作
の
全
篇
に
垂
れ
込
め
て
い
た
悲
劇
的
予
感
の
喪
失
な
い
し
減

退

（
４
）「
新
し
い
女
」
と
し
て
の
エ
レ
ー
ナ
像

（
５
）「
魔
法
の
街
」
と
い
う
性
格
付
け
を
失
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

（
６
）
暗
く
物
悲
し
い
音
楽
の
除
外
と
新
た
な
劇
中
歌
の
導
入

　

右
の
（
３
）
と
（
６
）
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、『
そ
の
前
夜
』
劇
に
つ

い
て
の
上
演
当
時
の
劇
評
や
記
事
に
は
、
こ
の
芝
居
を
「
春
の
夜
の
夢
の

如
き
暖
き
恋
物
語
り
」（
大
島
寶
水
：「
讀
賣
新
聞
」
四
月
二
五
日
）
な
ど

と
性
格
づ
け
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
芸

術
座
の
幹
部
達
に
よ
る
『
そ
の
前
夜
』
原
作
の
捉
え
方
を
な
ぞ
っ
た
も
の

と
言
え
る
。

芸
術
座
の
『
そ
の
前
夜
』
劇
と
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』

　

大
衆
劇
に
よ
る
劇
団
経
営
の
安
定
と
小
劇
場
で
の
理
想
の
芸
術
の
追
求

と
い
う
「
二
元
の
道
」
を
標
榜
し
た
芸
術
座
の
大
劇
場
で
の
演
目
の
性
格

上
想
像
に
難
く
な
い
が
、『
そ
の
前
夜
』
劇
は
ロ
シ
ア
通
の
玄
人
筋
か
ら

は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ロ
シ
ア
文
学
に
も
造
詣
の

深
か
っ
た
才
人
の
内
田
魯
庵
は
イ
ン
サ
ロ
フ
と
エ
レ
エ
ナ
が
恋
を
語
る
場

面
の
景
色
を
見
て
、「
彼あ

れ
は
ど
う
し
て
も
露ロ

西シ

亞ア

の
景
色
で
は
な
い
、

和オ
ラ
ン
ダ蘭
で
あ
る
」、「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
好
き
な
灰
色
は
何
處
に
も
求
め
ら
れ
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な
い
」
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
（
７
）。

　

か
と
言
っ
て『
そ
の
前
夜
』劇
は
大
衆
に
支
持
さ
れ
た
と
も
言
え
な
か
っ

た
。
島
村
抱
月
は
い
わ
ば
「
妥
協
芸
術
論
」
の
立
場
か
ら
、
観
客
を
芝
居

の
世
界
に
引
き
込
む
た
め
に
、『
そ
の
前
夜
』
劇
の
上
演
に
際
し
て
も
音

や
光
の
変
化
を
多
用
し
た
り
し
て
舞
台
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
よ
う
と
し

た
よ
う
だ
が
、
当
時
の
劇
評
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
成
功
し
た
か
ど
う

か
は
怪
し
い
。

　

ト
ル
ス
ト
イ
原
作
の
『
復
活
』
劇
が
大
当
た
り
を
と
っ
て
芸
術
座
の
危

機
を
救
っ
た
の
は
、こ
の
前
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
劇
中
歌
の『
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
』
の
大
流
行
に
気
を
よ
く
し
た
の
か
、『
そ
の
前
夜
』

劇
に
も
大
小
五
つ
の
劇
中
歌
が
用
意
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
歌
い
継
が
れ

て
い
る
の
は
吉
井
勇
詞
・
中
山
晋
平
曲
に
よ
る
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』
の
み

で
あ
る
。

　

ト
ル
ス
ト
イ
の
『
復
活
』
そ
の
も
の
に
『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
』
が
な

か
っ
た
よ
う
に
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
原
作
小
説
に
も
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』

に
当
た
る
も
の
は
出
て
来
な
い
。
お
ま
け
に
今
回
の
歌
は
ロ
シ
ア
で
は
な

く
イ
タ
リ
ア
に
関
わ
る
物
だ
っ
た
の
で
、
時
代
を
く
だ
る
と
『
ゴ
ン
ド
ラ

の
唄
』
の
出
自
、
こ
の
歌
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
関
係
な
ど
は
す
っ
か
り
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
８
）。

　

芸
術
座
の
『
そ
の
前
夜
』
劇
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
『
そ
の
前
夜
』
受

容
の
ひ
と
つ
の
頂
点
で
あ
り
、
副
産
物
で
あ
り
な
が
ら
長
く
息
づ
い
て
い

る
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』
は
、
そ
の
鬼
子
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
よ
う
か
。

２
．
革
命
と
社
会
主
義
の
影
、あ
る
い
は
田
中
純
訳
『
そ
の
前
夜
』

「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
」
の
構
想

　

『
そ
の
前
夜
』
劇
の
上
演
か
ら
三
年
あ
ま
り
過
ぎ
た
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
に
、
田
中
純
が
『
そ
の
前
夜
』
を
訳
し
て
新
潮
社
か
ら
出

し
た
。
筆
者
の
手
許
に
あ
る
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
第
八
版
の
巻
末

に
あ
る
広
告
を
見
る
と
、「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
」
と
し
て
以
下
の
六
冊

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
９
）。

（
１
）『
獵
人
日
記
』
生
田
長
江
訳

（
２
）『
ル
ー
ヂ
ン
』
田
中
純
訳　
　

（
３
）『
初
戀
』
生
田
春
月　
　

（
４
）『
そ
の
前
夜
』
田
中
純
訳　
　

（
５
）『
煙
』
大
貫
晶
川
訳　

（
６
）『
父
と
子
』
谷
崎
精
二
訳　
　

　

本
の
タ
イ
ト
ル
や
副
題
に
「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
」
と
冠
し
て
あ
る
訳

で
も
、
第
何
巻
と
記
し
て
あ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、
こ
れ
は
体
系
的
に
編

集
さ
れ
た
厳
密
な
意
味
で
の
全
集
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
（
10
）、
曲
が
り
な

り
に
も
こ
の
時
点
で
「
全
集
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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田
中
純
の
「
解
題
」

　

田
中
純
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
六
）
は
早
稲
田
の
英
文
科
の
出
身
の
小

説
家
、
文
芸
評
論
家
、
翻
訳
家
で
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
『
露
西
亜
文
芸
の

主
潮
』
の
訳
（
大
正
六
年
＝
一
九
一
七
年
）
な
ど
、
早
く
か
ら
ロ
シ
ア
文

学
の
翻
訳
を
手
が
け
、
大
正
九
年
に
は
同
じ
く
新
潮
社
か
ら
『
處
女
地
』

の
翻
訳
も
出
し
て
い
る
。『
そ
の
前
夜
』
の
訳
書
に
は
原
典
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
翻
訳
の
冒
頭
に
は
「
解
題
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
田
中
の
見
方
に

は
必
ず
し
も
当
時
の
わ
が
国
の
文
学
者
た
ち
に
一
般
的
で
は
な
い
所
も
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、（
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
と
言
う
べ
き
か
）
こ
の

作
品
の
本
質
を
よ
く
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
引

用
す
る
。

　

「
そ
の
前
夜
」
は
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
が
「
ル
ー
ヂ
ン
」
を
書
い
て
か

ら
四
年
の
後
、
一
千
八
百
五
十
九
年
に
書
い
た
も
の
で
あ
つ
て
、
ツ

ル
ゲ
エ
ネ
フ
の
全
作
中
、
最
も
藝
術
的
な
感
觸
に
富
ん
だ
も
の
だ
と

言
は
れ
て
居
る
。

　

此
の
小
説
は
、
見
方
に
よ
つ
て
は
、「
ル
ー
ヂ
ン
」
の
續
篇
だ
と

言
つ
て
も
可
い
。
無
論
、
そ
の
筋
の
上
に
は
、
何
等
の
脈
絡
も
な
い

が
、
此
の
作
の
人
物
の
性
格
に
は
、
そ
れ
〴
〵
「
ル
ー
ヂ
ン
」
か
ら

の
或
る
發
達
が
認
め
ら
れ
る
。
ル
ー
ヂ
ン
の
理
想
主
義
に
、
容
易
に

感
激
し
た
あ
の
ナ
タ
リ
ヤ
は
、
此
の
作
に
於
て
は
、
更
に
積
極
的
な

實
行
的
な
理
想
主
義
者
エ
レ
ー
ナ
と
な
つ
て
現
れ
て
居
り
、
言
葉
の

み
あ
つ
て
實
行
の
な
い
理
想
主
義
者
ル
ー
ヂ
ン
は
、
此
の
作
に
於
て

は
、
純
粋
な
實
行
家
で
、
鐵
の
如
き
手
ざ
は
り
を
持
つ
革
命
家
イ
ン

サ
ロ
フ
と
な
つ
て
現
れ
て
居
る
。
而
も
、
此
の
小
説
が
世
に
出
て
間

も
な
く
し
て
、
か
く
の
如
き
男
女
が
、
實
際
に
ロ
シ
ア
の
全
土
に
輩

出
し
て
、
そ
れ
そ
れ
の
實
際
運
動
に
着
手
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の

意
味
に
於
て
、
此
の
作
は
實
に

0

0
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0
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そ
の
前
夜

0

0

0

0

」0﹅

を
描
い
た
も
の
で
あ
つ
た
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

此
の
作
は
こ
れ
迄
、
樣
々
に
脚
色
さ
れ
て
、
各
國
の
劇
場
に
上
さ

れ
て
居
り
、
日
本
の
舞
臺
に
も
上
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
實
際
、

ツ
ル
ゲ
ネマ

マエ
フ
の
作
品
中
で
、
舞
臺
に
上
し
得
る
唯
一
の
も
の
で
あ

ら
う
。
そ
れ
程
に
、
こ
の
作
の
構
成
は
戯
曲
的
で
あ
る
。（
11
）〔
傍

－（167）
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点
引
用
者
〕

　

「
來
ら
ん
と
す
る
ロ
シ
ア
の
大
革
命
」
と
は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア

革
命
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
世
界
を
震
撼

さ
せ
た
大
事
件
は
、
ち
ょ
う
ど
田
中
純
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
に
起

こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。「
大
正
浪
漫
」と
い
う
の
ど
か
な
言
葉
と
は
裏
腹
に
、

こ
の
時
代
は
革
命
と
社
会
主
義
の
影
に
も
縁
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

３
．
鳶
色
の
靄
、
あ
る
い
は
芥
川
龍
之
介
の
見
た
火
花

「
レ
ニ
ン
」
を
め
ぐ
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

　

こ
の
時
代
を
生
き
、
こ
の
時
代
と
と
も
に
死
ん
だ
と
言
え
る
芥
川
龍
之

介
も
社
会
主
義
へ
の
屈
折
し
た
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　

彼
の
遺
稿
の
中
に
「
僕
の
瑞ス
ヰ
ツ
ツ
ル威か
ら
」
と
い
う
題
の
も
と
に
ま
と
め
ら

れ
た
一
連
の
詩
が
あ
る
。「
信
條
」
か
ら
は
じ
め
て
、「
レ
ニ
ン
第
一
」、「
レ

ニ
ン
第
二
」、「
レ
ニ
ン
第
三
」、「
カ
イ
ゼ
ル
第
一
」、「
カ
イ
ゼ
ル
第
二
」、

「
カ
イ
ゼ
ル
第
三
」、「
手
」「
生
存
競
争
」、
そ
し
て
「
立
ち
見
」
ま
で
、

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
風
の
詩
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
革
命
と
社
会
主

義
、
何
よ
り
レ
ー
ニ
ン
に
対
す
る
彼
の
関
心
の
浅
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
看
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

レ
ニ
ン
第
三

誰
よ
り
も
十
戒
を
守
つ
た
君
は

誰
よ
り
も
十
戒
を
破
つ
た
君
だ
。

誰
よ
り
も
民
衆
を
愛
し
た
君
は

誰
よ
り
も
民
衆
を
軽
蔑
し
た
君
だ
。

誰
よ
り
も
理
想
に
燃
え
上
が
つ
た
君
は

誰
よ
り
も
現
實
を
知
つ
て
ゐ
た
君
だ
。

君
は
僕
等
の
東
洋
が
生
ん
だ

草
花
の
匂
の
す
る
電
氣
機
関
車
だ
。（
12
）

　
　

手

諸
君
は
唯
望
ん
で
ゐ
る
、

諸
君
の
存
在
に
都
合
の
善
い
社
會
を
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
は

諸
君
の
力
の
外
に
あ
る
筈
は
な
い
。
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ブ
ル
ジ
ヨ
ア
は
白
い
手
に

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
赤
い
手
に

ど
ち
ら
も
棍
棒
を
握
り
給
へ
。

で
は
お
前
は
ど
ち
ら
に
す
る
？

僕
か
？　

僕
は
赤
い
手
を
し
て
ゐ
る
。

し
か
し
僕
は
そ
の
外
に
も
一
本
の
手
を
見
つ
め
て
ゐ
る
、

  

─
─
あ
の
遠
國
に
飢
ゑ
死
し
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
子
供
の
手

を
。

　
　

註　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
遺
族
は
餓
死
せ
り
。（
13
） 

「
露
訳
短
篇
集
の
序
」

　

芥
川
龍
之
介
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
い
さ
さ
か
強
迫
的
と
も
呼
べ
そ
う
な

関
心
の
持
ち
様
に
は
多
分
に
革
命
や
社
会
主
義
と
の
関
わ
り
で
考
え
ら
れ

る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
そ
の
一
方
で
芥
川
に
よ
る
ロ
シ
ア

文
学
受
容
に
は
、
ど
こ
か
不
思
議
な
ほ
ど
の
親
近
感
や
懐
か
し
さ
と
い
っ

た
、
個
人
的
な
感
覚
・
感
情
に
由
来
す
る
面
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
彼
の
作
品
の
ロ
シ
ア
語
訳
が
ソ
連
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

合
わ
せ
て
用
意
さ
れ
た
「
露
譯
短
篇
集
の
序
」（
昭
和
二
年
＝
一
九
二
七

年
（
14
））
の
中
で
、「
最
も
理
想
に
燃
え
上
つ
た
と
共
に
最
も
現
實
を
知

つ
て
ゐ
た
レ
ニ
ン
」
を
「
源
頼
朝
や
徳
川
家
康
に
可
な
り
近
い
」「
東
洋

的
な
政
治
的
天
才
」
と
呼
び
、「
東
洋
の
草く
さ

花ば
な

の
馨か
を

り
に
滿
ち
た
、
大
き

い
一
臺
の
電
氣
機
關
車
」
に
喩
え
る
ま
で
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
文
学
が
わ

が
国
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
と
日
露
両
国
民
の
親
近
性
と
の
関
係
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
代
の
外
國
文
藝
中
、
ロ
シ
ア
文
藝
ほ
ど
日
本
の
作
家
に
、
―
―
と

云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
日
本
の
讀
書
階
級
に
影
響
を
與
へ
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
古
典
を
知
ら
な
い
青
年
さ
へ
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
イ
や
ト
ゥ
ル
ゲ
ネ
フ
や
チ
ェ
ホ
フ
の
作
品
は
知
つ
て
ゐ

る
の
で
す
。
我
々
日
本
人
が
ロ
シ
ア
に
親
し
い
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で

も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
せ
う
。〈
…
中
略
…
〉
近
代
の
日
本
文
藝

が
近
代
ロ
シ
ア
文
藝
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
つ
た
の
は
勿

論
近
代
の
世
界
文
藝
が
近
代
の
ロ
シ
ア
文
藝
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
多
か
つ
た
の
に
も
原
因
が
あ
る
の
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
れ
よ
り
も
根
本
的
な
問
題
は
何
か
ロ
シ
ア
人
に
は
日
本
人
に
近

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
性
質
が
あ
る
爲

0

0

0

0

0

0

0

か
と
思
ひ
ま
す
。
我
々
近
代
の
日
本
人
は
大
き
い

ロ
シ
ア
の
現
實
主
義
者
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
（durch, through

）

兎
に
角
ロ
シ
ア
を
理
解
し
ま
し
た
。
ど
う
か
同
樣
に
ロ
シ
ア
人
諸
君

も
我
々
日
本
人
を
理
解
し
て
下
さ
い
。〈
…
中
略
…
〉
千
八
百
八
十

年
以
後
の
日
本
は
大
勢
の
天
才
た
ち
を
生
み
ま
し
た
。
そ
れ
等
の

天
才
た
ち
は
或
は W

alt W
hitm

an 

の
や
う
に
人
間
に
萬
歳
の
聲
を

－（165）
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送
り
、
或
は Flaubert 

の
や
う
に
正
確
に
ブ
ル
ヂ
ヨ
ア
の
生
活
を
寫

し
、
或
は
又
世
界
中
に
ひ
と
り
我
々
の
日
本
に
だ
け
あ
る
、
傳
統
的

な
美
を
歌
ひ
上
げ
て
ゐ
ま
す
。
若
し
わ
た
し
の
作
品
の
飜
譯
を
機
會

に
そ
れ
等
の
天
才
た
ち
の
作
品
も
ロ
シ
ア
人
諸
君
に
知
ら
れ
る
と
し

た
ら
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
わ
た
し
一
人
の
喜
び
だ
け
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
。
こ
の
文
章
は
簡
單
で
す
。
し
か
し
あ
な
た
が
た
の
ナ
タ
ア

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

シ
ア
や
ソ
オ
ニ
ア
に
我
々
の
姊
妹
を
感
じ
て
ゐ
る
一
人
の
日
本
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の

書
い
た
も
の
で
す
。
ど
う
か
さ
う
思
つ
て
讀
ん
で
下
さ
い
。（
15
） 〔
傍

点
引
用
者
〕

「
火
花
」

　

芥
川
龍
之
介
と
ロ
シ
ア
文
学
と
い
う
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
の
あ
い
だ
の
心
理
劇
を
描
い
た
『
山
鴫
』（
大
正
一
〇
年
＝
一
九
二
一

年
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
発
表

さ
れ
た
『
追
憶
』
の
中
の
「
火
花
」（
大
正
一
五
年
＝
一
九
二
六
年
一
二
月
）

と
い
う
文
章
の
中
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。

　

や
は
り
そ
の
頃
の
雨
上
り
の
日
の
暮
れ
、
僕
は
馬
車
通
り
の
砂
利

道
を
一
隊
の
歩
兵
の
通
る
の
に
出
合
つ
た
。
歩
兵
は
銃
を
肩
に
し
た

ま
ま
、
黙
つ
て
進
行
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
。
が
、
そ
の
靴
は
砂
利
と
擦

れ
る
度
に
時
々
火
花
を
發
し
て
ゐ
た
。
僕
は
こ
の
か
す
か
な
火
花
に

何
か
悲
壯
な
心
も
ち
を
感
じ
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
年
か
つ
た
後
、
僕
は
白
柳
秀
湖
氏
の
「
離
愁
」
と
か

云
ふ
小
品
集
を
讀
み
、
や
は
り
歩
兵
の
靴
か
ら
出
る
火
花
を
書
い
た

も
の
を
發
見
し
た
。（
僕
に
白
柳
秀
湖
氏
や
上
司
小
劍
氏
の
名
を
敎

へ
た
も
の
も
或
は
ヒ
サ
イ
ダ
さ
ん
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。）
そ
れ

は
ま
だ
中
學
生
の
僕
に
も
僕
自
身
同
じ
こ
と
を
見
て
ゐ
た
せ
ゐ
か
、

感
銘
の
深
い
も
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
僕
は
こ
の
文
章
か
ら
同
氏
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

本
を
讀
む
や
う
に
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、0﹅

い
つ
か
ロ
シ
ヤ
の
文
學
者
の
名
前
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

─
─
殊
に
ト
ウ
ル
ゲ
ネ
フ
の
名
前
を
覺
え
る
や
う
に
な
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ

等
の
小
品
集
は
ど
こ
へ
行
つ
た
か
、
今
は
も
う
本
屋
で
も
見
か
け
た

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
僕
は
同
氏
の
文
章
に
未
だ
に
愛
惜
を
感
じ
て

ゐ
る
。
殊
に
東
京
の
空
を
罩
め
る
「
鳶
色
の
靄
」
な
ど
ゝ
云
ふ
言
葉

に
。（
16
）〔
傍
点
引
用
者
〕

　

中
学
時
代
の
芥
川
に
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
名
を
教
え
た
の
は
、
社
会
主
義

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
白
柳
秀
湖
だ
っ
た
と
作
家
自
身
が
述
べ
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
次
節
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
子
細
に
見
て

み
る
と
、「
鳶
色
の
靄
」
と
い
う
言
葉
も
白
柳
秀
湖
が
『
離
愁
』
の
中
で
『
そ

の
前
夜
』
を
扱
っ
た
文
章
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で

あ
る
。
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４�

．
武
蔵
野
の
ヱ
レ
ン
、
あ
る
い
は
白
柳
秀
湖
「
枯
れ
野
の
ま
ぼ

ろ
し
」

白
柳
秀
湖
と
『
離
愁
』

　

芥
川
が
右
で
触
れ
て
い
た
白
柳
秀
湖
の
『
離
愁
』
は
、
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
一
〇
月
刊
行
の
言
わ
ば
エ
ッ
セ
イ
集
で
、
ロ
シ
ア
の
文
学

と
作
家
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
白
柳
秀
湖
は
、
ロ
シ
ア
文
学
の
生
命
の
源
は
「
闊
大
に
し
て

荒
凉
、
漠
々
と
し
て
蒼
茫
た
る
北
歐
大
平
原
の
風
景
」
で
あ
る
と
指
摘
し

て
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
描
写
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

由
來
平
原
の
風
景
は
『
印
象
主
義
』
の
描
寫
法
を
以
て
す
べ
く
、

ま
た
『
自
然
主
義
』、『
實
寫
主
義
』
を
以
て
す
べ
し
、『
ゴ
ル
キ
ー
』

が
北
歐
平
原
の
風
景
を
描
寫
し
來き
た

る
や
、
正
に
印
象
法
を
以
て
し
、

『
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
』
が
之
を
な
す
に
於
て
は
、『
自
然
主
義
』
を
以
て

す
、『
ゴ
ル
キ
ー
』
の
筆
致
は
雄ゆ
う

健け
ん

に
し
て
皺
し
ゅ
ん

法ぱ
ふ

に
富
み
、『

0﹅ツ
ル
ゲ

0

0

0

ネ
フ

0

0

』0﹅

に
至
り
て
は

0

0

0

0

0

繊せ
ん

麗れ
い

、0﹅

緻
密
な
る
線
を
用
ひ
て
廣
𤄃
な
る
視
野

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
最
も
慧
巧
に
且
つ
大
膽
に
描
寫
し
得
た
る
が
如
き
趣
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

露
西
亞
の
文
學
を
い
ふ
も
の
先
づ
必
ず
此
北
歐
大
平
原
を
語
ら
ざ

る
も
の
な
し
、
自
然
の
感
化
も
亦
偉
大
な
り
と
い
ふ
可
し
。（
17
）〔
傍

点
引
用
者
〕

　

白
柳
秀
湖
が
こ
の
書
の
中
に
「
北
歐
の
双
星
」
と
い
う
大
き
な
章
を
設

け
て
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
と
ト
ル
ス
ト
イ
を
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る

で
あ
ろ
う
（
18
）。

　

作
家
の
生
涯
と
「
四
大
傑
作
」
を
論
じ
た
節
で
は
、『
そ
の
前
夜
』
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　

『
オ
ン
、
ゼ
、
イ
ー
ブ
』
は
一
八
六
〇
に
出
た
の
で
、
ヱ
レ
ン
と

い
う
露
西
亞
型
の
健
全
な
、
優
雅
な
少
女
と
イ
ン
ザ
ロ
フ
と
い
ふ
波

蘭
の
志
士
と
の
間
の
悲
壮
な
戀
を
寫
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
此
篇
は

ツ
ル
ゲ
ネ
フ
の
自
然
の
描
寫
に
對
す
る
技
倆
を
代
表
す
べ
き
作
と
し

て
持
て
囃
さ
れ
て
居
る
。
自
分
の
文
壇
の
友
な
ど
も
ベ
ニ
ス
の
海
の

景
色
や
、
劇
塲
の
處
、
畫
室
の
あ
た
り
を
、
殆
ど
語
を
盡
し
て
激
賞

し
て
居
る
。（
19
）

「
枯
野
の
ま
ぼ
ろ
し
」

　

白
柳
秀
湖
の
『
離
愁
』
の
中
で
『
そ
の
前
夜
』
を
幻
想
的
な
筆
致
で
紹

介
し
て
い
る
の
が
、
巻
頭
か
ら
二
番
目
に
置
か
れ
た「
枯
野
の
ま
ぼ
ろ
し
」

と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
筑つ

く

波ば

颪お
ろ
し」
の
吹
く
「
武
蔵
野
」
で
見

た
幻
影
の
話
で
、
語
り
手
で
あ
る
「
自
分
」
の
目
の
前
に
『
そ
の
前
夜
』

の
女
主
人
公
「
ヱ
レ
ン
」
が
現
れ
る
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
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空
の
靜
か
な
霜
日
和
の
午
後
、
こ
の
曠
原
は
屡
大
氣
の
變
化
を
う

け
て
、
鳶
色
の
靄
に
包
ま
れ
る
事
が
あ
る
。

　

若
し
身
を
切
る
樣
な
筑つ
く

波ば

颪お
ろ
しが
、
黒
土
の
香
の
す
る
武
藏
野
の
煙

塵
を
掲
げ
て
、
行
人
の
影
を
没
す
る
事
が
無
か
つ
た
な
ら
ば
、
蕭せ
う

絛で
う

た
る
枯
野
の
逍
遙
も
決
し
て
春
秋
の
興
き
や
う

樂ら
く

に
劣
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
20
）

　

も
は
や
お
気
づ
き
で
あ
ろ
う
。「
花
火
」
の
中
で
芥
川
が
愛
惜
を
も
っ

て
思
い
出
し
て
い
た
「
鳶
色
の
靄
」
は
、
こ
ん
な
所
に
顔
を
出
し
て
い
た

の
だ
。
芥
川
と
『
そ
の
前
夜
』
と
の
不
思
議
な
因
縁
と
呼
ぶ
べ
き
か
。

恍
惚
の
谷

　

さ
て
、「
自
分
」
が
「
南
郊
の
と
あ
る
岡
」
を
た
ど
り
、「
灰
色
の
裸
體

の
森
」
の
「
小こ

徑み
ち

」
を
進
み
、「
影
の
疎ま
ば
らな
櫟
く
ぬ
ぎ

林ば
や
しに
」
歩
み
入
り
、「
熊
笹

の
岡
」
を
だ
ら
だ
ら
と
下
り
る
と
、
目
の
前
に
「
稍
廣
い
池
」
が
あ
っ
た
。

「
自
分
」は
杉
の
木
立
の
草
を
藉し

い
て
、
氷
の
解
け
る
音
を
聞
き
な
が
ら
、

い
つ
し
か
「
恍レ
ベ

惚リ
ー

の
谷
」
に
陥
る
。
こ
の
時
ふ
と
落
葉
を
踏
む
も
の
の
気

配
に
驚
い
て
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
一
人
の
気
高
い
、
二
十
歳
あ
ま
り

の
乙
女
が
立
ち
つ
く
し
て
い
た
。
大
理
石
よ
り
も
白
い
彼
女
の
面
は
、
明

か
に
北
国
の
系
統
を
示
し
て
い
た
。
彼
女
は
口
を
開
い
て
『
お
ゝ
自
由
の

友
よ
、
革
命
の
友
よ
、
御
身
は
妾
を
忘
れ
給
ひ
し
か
、
妾
は
一
夜や

、
か
の

ベ
ニ
ス
の
港
に
て
分
れ
ま
ゐ
ら
せ
し
ヱ
レ
ン
也
』
と
言
う
。

　

ヱ
レ
ン
！
お
ゝ
乙
女
は
か
の
ヱ
レ
ン
で
あ
つ
た
。
彼
女
は
北
歐
の

自
然
の
精
華
を
一
身
に
凝
ら
し
て
、
現
世
の
偏
見
と
迷
妄
と
の
外
に

人
と
な
つ
た
清
洒
端
麗
の
乙
女
で
あ
つ
た
。（
21
）

　

「
自
分
」
は
「
ヱ
レ
ン
」
自
身
の
口
か
ら
彼
女
の
身
に
起
き
た
「
美
し

き
昔
む
か
し

語が
た
り」
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
彼
女
に
乞
う
。
彼
女
の
言
葉
の
中
に

作
品
の
タ
イ
ト
ル
こ
そ
出
て
こ
な
い
が
、「
ヱ
レ
ン
」、「
シ
ユ
ビ
ン
」、「
ベ

ル
ゼ
ネ
フ
」、「
イ
ン
ザ
ロ
フ
」、「
ベ
ニ
ス
」、「
ブ
ル
ガ
リ
ア
」
等
の
言
葉

か
ら
他
な
ら
ぬ
『
そ
の
前
夜
』
の
物
語
世
界
と
知
れ
る
。

　

彼
女
が
「
イ
ン
ザ
ロ
フ
」
と
の
恋
に
落
ち
た
顛
末
を
語
る
の
を
聞
き
な

が
ら
、「
自
分
は
ヱ
レ
ン
が
其
美
し
き
面
に
稍
羞
恥
の
色
を
帶
び
な
が
ら

語
る
其
を
り
の
心
的
叙
述
の
巧
み
な
る
に
、
殆
ど
恍
惚
と
し
て
我
を
忘
れ

た
」。

幻
影
の
街

　

「
ヱ
レ
ン
」
と
「
イ
ン
ザ
ロ
フ
」
は
「
ベ
ニ
ス
」
に
渡
っ
て
彼
の
故
国

の
同
志
が
も
た
ら
す
は
ず
の
旗
上
げ
の
知
ら
せ
を
待
ち
わ
び
な
が
ら
、
楽

し
い
旅
行
の
歓
楽
に
酔
っ
て
い
た
が
、「
イ
ン
ザ
ロ
フ
」
の
肺
の
病
は
も

は
や
致
命
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。「
い
か
に
果は

敢か

な
か
り
け
る
我
世

の
春
よ
」
と
「
ヱ
レ
ン
」
は
嘆
く
。

か
く
て
エ
レ
ン
は
其
詩
的
の
快
辯
を
揮ふ

る

ふ
て
、
當
時
の
追
懐
を
か
た
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り
、
イ
ン
ザ
ロ
フ
と
共
に
伊
太
利

4

4

4

の
畫
堂
を
訪
れ
た
時
の
光
景
や
、

そ
れ
か
ら
劇
塲
に
行
つ
て
、
さ
る
女
優
が
ト
ラ
ビ
ア
タ
の
ヴ
イ
オ
レ

ツ
タ
に
扮
し
て
、
苦
し
い
血
を
吐
く
よ
う
な
咳
を
す
る
處
を
演
ず

る
、
其
聲
が
觀
覽
席
に
居
る
イ
ン
ザ
ロ
フ
の
眞ま
こ
との
咳
と
相
和
す
と
い

ふ
悽
愴
な
光
景
を
殆
ど
畫ゑ

の
如
く
に
語
つ
た
。（
22
）

　

や
が
て
「
ヱ
レ
ン
」
が
「
イ
ン
ザ
ロ
フ
」
の
最
期
を
看
取
り
、
彼
の
棺

を
載
せ
た
ゴ
ン
ド
ラ
が
港
を
漕
ぎ
出
る
さ
ま
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　

只と

見み

る
ベ
ニ
ス
の
港
頭
、
天
暗
く
、
水
黑
く
、
一
穗す
ゐ

の
紅
燈
闇
に

照
り
、
婆
娑
と
し
て
油
の
如
き
水
に
落
ち
る
の
時
、
一
艘
の
小
舟
は

一
個
の
棺く
わ
んを
載
せ
て
し
の
び
や
か
に
漕
ぎ
出
で
た
。
船
に
は
金
髪
、

黑こ
く

瞳ど
う

、
花
の
如
き
佳
人
と
、
頑
健
、
鐡
の
如
き
革
命
の
志
士
と
が
、

無
限
の
痛
恨
無
限
の
悲
愁
を
抱
い
て
、
棺
蓋
に
身
を
横
へ
て
居
る
。

（
23
） 

　

最
後
に
、「
自
分
」
は
す
べ
て
が
幻
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
る
。

　

突
如
と
し
て
鵯
ひ
よ
ど
りが
け
た
ゝ
ま
し
く
叫
ん
だ
。

　

自
分
の
レ
ベ
リ
ー
は
忽こ

つ

焉え
ん

と
し
て
破
れ
た
。
自
分
は
依
然
目
黑
を

一
里
と
距
て
な
い
、
南
郊
の
と
あ
る
古
池
の
ほ
と
り
に
倨き
よ

し
て
居

る
。
何
時
の
間
に
か
日
も
傾
い
て
風
が
出
た
の
か
、
か
の
鳶
色
の
靄

は
と
う
に
消
え
て
、
冬
の
夕
日
が
靑
く
對
岸
の
松
林
を
斜
に
照
し
て

居
る
。

　

氷
の
解
け
る
音
は
も
う
や
ん
で
し
ま
つ
た
。
自
分
は
此
時
夢
の
醒

め
た
あ
と
の
樣
な
、
激
し
い
惡
寒
に
、
思
は
ず
戰
慄
を
覺
え
た
の
で

あ
る
。（
24
）

武
蔵
野
と
い
う
装
置

　

こ
こ
で
白
柳
秀
湖
は
二
葉
亭
の
『
あ
ひ
ゞ
き
』
を
通
し
て
「
武
蔵
野
」

を
再
発
見
し
た
国
木
田
独
歩
の
体
験
と
手
法
を
（
お
そ
ら
く
意
識
的
に
）

継
承
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
独
歩
と
秀
湖
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ロ
シ
ア
の
大
平
原
や
田
園
地
帯
、
田
舎
の
自
然
と
わ
が
国
の
風
景
を
結
ぶ

媒
介
項
・
舞
台
装
置
と
し
て
「
武
蔵
野
」
を
捉
え
る
態
度
な
い
し
手
法
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
「
武
蔵
野
」
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
文
学
者
た
ち
が
自
分
た
ち

の
文
学
的
空
想
を
自
由
に
盛
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
容
れ
物
と
し
て
立
ち

現
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
武
蔵
野
を
一
種
の
比
喩
と
し
て
ロ
シ
ア
の
自

然
と
文
学
を
語
る
，
あ
る
い
は
逆
に
、
ロ
シ
ア
の
田
舎
を
い
わ
ば
借
景
と

し
て
武
蔵
野
を
描
き
出
す
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
な
い
し
文
学
的
戦
略
が
看

て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
霧
や
靄
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
呼
び
起

こ
さ
れ
る
幻
影
は
、
二
つ
の
世
界
を
つ
な
ぎ
、
二
重
性
を
演
出
す
る
た
め

の
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
ロ
シ
ア
人
、
そ
れ
も
と
り
わ
け
文
学
作
品
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に
登
場
す
る
女
性

0

0

主
人
公
た
ち
に
対
す
る
、
ほ
と
ん
ど
血
縁
的
な
も
の
ま

で
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
親
近
感
が
表
明
さ
れ
て

お
り
、
読
者
た
ち
と
の
間
で
暗
黙
の
内
に
共
有
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
親
近

感
を
前
提
に
、
文
学
的
空
想
が
節
度
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
芥
川
龍
之
介
は
白
柳
秀
湖
か
ら
「
ト
ウ
ル
ゲ
ネ
フ
の
名

前
」
を
教
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
文
学
の
女
性
主
人
公
た
ち
に

対
す
る
名
状
し
が
た
い
親
近
感
、
東
京
・
武
蔵
野
の
空
の
彼
方
に
昔
の
ロ

シ
ア
文
学
の
世
界
を
覗
き
見
る
と
い
う
感
覚
と
レ
ト
リ
ッ
ク
を
引
き
継
い

だ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

５
．
遠
い
こ
だ
ま
、
あ
る
い
は
島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』
考

「
ル
ウ
ジ
ン
と
バ
ザ
ロ
フ
」

　

田
中
純
の『
そ
の
前
夜
』が
出
た
二
年
後（
大
正
九
年
＝
一
九
二
〇
年
）、

「
ル
ウ
ジ
ン
と
バ
ザ
ロ
フ
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
島
崎
藤
村
は
次
の

よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

ツ
ル
ゲ
ネ
エ
フ
と
言
へ
ば
、
私
達
が
英
譯
で
初
め
て
あ
の
露
西
亞

の
小
説
家
を
知
つ
た
頃
の
靑
年
時
代
の
記
憶
と
引
き
は
な
し
て
は
考

へ
ら
れ
な
い
く
ら
ゐ
だ
。
若
か
つ
た
日
の
友
達
仲
間
で
ツ
ル
ゲ
ネ
エ

フ
の
愛
讀
者
で
な
い
者
は
無
か
つ
た
く
ら
ゐ
に
、
私
達
は
あ
の
樺
色

の
表
紙
の
つ
い
た
二
册
の
『
獵
人
の
手
記
』
な
ぞ
に
讀
み
耽
つ
た
こ

と
を
覺
え
て
居
る
。
私
は
友
達
と
集
つ
て
『
處
女
地
』
や
『
父
と
子
』

に
就
い
て
語
り
合
つ
た
靑
年
時
代
の
感
激
を
今
も
猶
あ
り
〳
〵
と
思

ひ
起
す
こ
と
が
出
來
る
。
そ
の
時
の
友
達
の
言
つ
た
言
葉
な
ぞ
で
今

だ
に
私
の
耳
に
殘
つ
て
居
る
も
の
も
あ
る
。（
25
）

　

懐
旧
の
情
に
駆
ら
れ
た
藤
村
は
、
も
う
一
度
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
読
む
べ

く
、
銀
座
で
田
中
純
訳
の
『
ル
ー
ヂ
ン
』
と
谷
崎
精
二
訳
の
『
父
と
子
』

を
買
い
求
め
て
読
み
返
し
て
い
る
（
26
）。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
は
専
ら

こ
の
二
作
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
長
篇
小
説
で
は
『
煙
』
と
『
處
女
地
』
に

も
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、『
貴
族
の
巣
』
と
『
そ
の
前
夜
』
に

つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
く
、
あ
ま
り
関
心
も
寄
せ
て
い
な
け
れ
ば
評
価

も
低
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。

遠
い
こ
だ
ま

　

し
か
し
、
筆
者
が
ひ
そ
か
に
関
心
を
寄
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
は
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
発
表
さ
れ
た
藤
村
の
『
夜
明
け
前
』（
昭
和
四
年
〜

一
〇
年
）
と
『
そ
の
前
夜
』
の
関
係
で
あ
る
。
大
変
近
似
し
た
タ
イ
ト
ル

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
に
は
何
か
大
き
な
変
革
の
「
前
夜
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
通
底
し
て
い
る
（
27
）。

　

物
語
の
設
定
や
展
開
に
も
似
通
っ
た
所
が
あ
る
。
驚
く
べ
き
事
に
、
ふ

た
つ
の
物
語
は
全
く
同
じ
年
の
出
来
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。『
そ
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の
前
夜
』
が
「
一
八
五
三
年
の
暑
い
夏
の
日
」
に
始
ま
り
、
翌
年
四
月
の

イ
ン
サ
ー
ロ
フ
の
急
死
（
＋
約
五
年
後
の
後
日
談
）
ま
で
の
物
語
で
あ
る

の
に
対
し
、『
夜
明
け
前
』
に
は
ペ
リ
ー
の
黒
船
を
迎
え
た
一
八
五
三
年

の
夏
か
ら
、
明
治
憲
法
発
布
の
三
年
前
に
当
た
る
一
八
八
六
年
に
主
人
公

が
狂
死
す
る
ま
で
が
描
か
れ
て
お
り
、
主
人
公
の
病
死
や
狂
死
に
よ
っ
て

迎
え
る
幕
切
れ
は
い
ず
れ
も
暗
澹
と
し
て
い
る
。

　

『
夜
明
け
前
』
の
語
り
手
が
「
人
々
は
進
歩
を
孕は
ら

ん
だ
昨
日
の
保
守
に

疲
れ
、
保
守
を
孕
ん
だ
昨
日
の
進
歩
に
も
疲
れ
た
。
新
し
い
日
本
を
求
め

る
心
は
漸
く
多
く
の
若
者
の
胸
に
萌
し
て
來
た
が
、
し
か
し
封
建
時
代
を

葬
る
こ
と
ば
か
り
を
知
つ
て
、
ま
だ
ま
こ
と
の
維
新
の
成
就
す
る
日
を
望

む
こ
と
も
出
來
な
い
や
う
な
不
幸
な
薄
暗
さ
が
あ
た
り
を
支
配
し
て
ゐ

た 

（
28
）」
と
言
え
ば
、『
そ
の
前
夜
』
は
「
ロ
シ
ア
に
は
新
し
い
人
間
が

出
て
来
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
シ
ュ
ー
ビ
ン
の
問
い
か
け
に
か
つ
て
「
出

て
来
る
」
と
答
え
た
ウ
ヴ
ァ
ー
ル
老
人
が
、
今
回
は
指
を
動
か
し
て
、
謎

の
よ
う
な
眼
ざ
し
を
遠
く
に
注
ぐ
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教
を
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
で
に
信
奉

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
未
来
に
楽
天
的
に
な
れ
な
い
作
者
た
ち
の
姿
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

『
そ
の
前
夜
』
広
告

　

こ
こ
で
、
吉
江
孤
雁
の
『
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
短
篇
集
』（
明
治
四
一
年
＝

一
九
〇
八
年
）
の
巻
末
に
置
か
れ
た
、
御
風
訳
『
そ
の
前
夜
』
の
広
告
文

－（159）
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（
執
筆
者
未
詳
）
に
興
味
深
い
一
節
を
見
つ
け
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

想
ふ
に
『
オ
ン
・
ジ
・
イ
ヴ
』
は
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
露
國
一
代
の

風
潮
に
省
み
、
一
國
の
靑
年
に
精
神
的
革
命
の
氣
運
を
導
か
ん
と
し

て
試
み
し
も
の
、
一
篇
作
中
の
裏
面
に
在
つ
て
は
、
鬱
熱
し
て
休
む

な
き
國
民
覺
醒
の
精
神
が
千
波
萬
波
を
掲
げ
て
北
歐
の
天
地
に
轟

き
、
空
は
乃
ち
革
命
に
東
明
せ
ん
と
す
、
其
夜
明
前

0

0

0

こ
そ
我
が
『
オ

ン
・
ジ
・
イ
ヴ
』
の
暗
語
な
り
。（
29
）［
傍
点
引
用
者
］

　

藤
村
が
そ
れ
な
り
に
話
題
に
な
っ
た
御
風
訳
の
『
そ
の
前
夜
』
を
知
ら

な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
節
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う

に
、
彼
は
田
中
純
訳
の
『
ル
ー
ヂ
ン
』
を
銀
座
で
見
つ
け
て
読
ん
で
お
り
、

同
じ
訳
者
の
『
そ
の
前
夜
』
に
も
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い

（
30
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
藤
村
は
『
そ
の
前
夜
』
と
い
う
日
本
語
の
タ

イ
ト
ル
に
も
親
し
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
に
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
『
猟
人
日
記
』
の
、

『
春
』
に
は
『
処
女
地
』
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
の
な

ら
ば
（
31
）、『
夜
明
け
前
』
と
『
そ
の
前
夜
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
議
論

を
深
め
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

６
．
残
照 

─ 『
そ
の
前
夜
』
翻
訳
略
史

「
心
の
花
」

　

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
か
ら
六
月
（
ち
ょ
う
ど
相
馬
御
風
訳

の
『
そ
の
前
夜
』
が
出
た
時
期
の
前
後
に
重
な
る
）
に
か
け
て
、
雑
誌
「
心

の
花
」
の
第
一
二
巻
第
二
号
・
第
四
号
・
第
五
号
・
第
六
号
に
、「
さ
す

ら
へ
び
と
」な
る
筆
名
の
訳
者
に
よ
る『
そ
の
夕
べ
』と
い
う
翻
訳
が
載
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
（
32
）。
こ
こ
に
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
長
篇
小
説
の
第
一

章
か
ら
第
四
章
に
相
当
す
る
箇
所
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

　

「
そ
の
一
」
と
題
さ
れ
た
、
原
作
の
第
一
章
に
相
当
す
る
箇
所
の
冒
頭

を
以
下
に
示
し
て
み
よ
う
。

　

一
千
八
百
五
十
三
年
の
夏
の
い
と
暑
き
日
の
こ
と
な
り
き
。
ク
ウ

ン
ト
ソ
ホ
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
モ
ス
ク
ォ
川
の
岸
な
る
、
丈
高
き
菩
提

樹
の
蔭
に
、
二
人
の
若
人
草
敷
き
て
横
は
れ
り
。
一
人
は
年
の
頃

二
十
三
歳
餘
り
と
覺
し
く
、
丈
高
く
肥
え
た
り
。
劣
り
て
か
つ
稍
曲

れ
る
そ
の
鼻
、
高
き
そ
の
額
、
廣
く
結
べ
る
そ
の
口
に
は
笑
を
つ
ゝ

め
り
。
彼
は
あ
ふ
む
け
に
打
臥
し
、
そ
の
小
さ
き
灰
色
の
眼
を
半
ば

閉
ぢ
て
、
物
思
は
し
げ
に
遠
き
あ
な
た
を
眺
め
た
り
。
他
の
一
人
は

う
つ
む
け
に
な
り
、
双
の
手
も
て
、
そ
の
攀
れ
た
る
髪
の
毛
美
し
き

頭
を
支
へ
ぬ
。
彼
も
ま
た
遠
方
を
眺
め
い
れ
り
。
こ
の
人
は
そ
の
友
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よ
り
は
稍
年
た
け
た
れ
ど
、
は
る
か
若
や
ぎ
て
見
ゆ
。
彼
の
頰
に
は

僅
か
に
髭
生
ひ
そ
め
、
そ
の
顎
に
は
薄
き
柔
ら
き
毛
見
ゆ
。
彼
が
爽

か
な
る
丸
顔
の
小
作
な
る
が
う
ち
に
、
柔
和
な
る
鳩
色
の
眼
の
う
ち

に
、
愛
ら
し
く
結
べ
る
唇
の
う
ち
に
又
小
さ
き
手
の
う
ち
に
、
何
と

な
う
幼
げ
な
る
美
し
さ
と
人
を
惹
付
く
る
や
う
な
優
し
さ
と
あ
り
。

彼
の
身
の
ま
は
り
な
る
も
の
は
な
べ
て
、
健
や
か
な
る
若
人
の
幸
福

な
る
氣
軽
さ
─
─
無
頓
着
や
、
自
負
や
、
不
遠
慮
や
、
は
た
若
人
の

愛
嬌
な
ど
、
を
示
せ
り
。
彼
は
子
ら
が
人
々
に
賞
め
ら
れ
見
ら
る
、

時
に
爲
す
が
如
き
、
見
ま
は
し
打
笑
み
て
頭
を
傾
け
ぬ
。
彼
は
寛
衣

の
如
く
作
ら
れ
た
る
寛
や
か
な
る
白
き
上
衣
を
着
、
そ
の
細
き
首
に

は
靑
色
の
布
を
纏
へ
り
。
古
び
た
る
麥
藁
帽
子
は
、
彼
の
か
た
へ
に

草
の
上
に
投
け
出
さ
れ
た
り
。

　

彼
が
友
は
、
打
見
た
る
と
こ
ろ
寧
ろ
彼
と
は
ふ
け
た
り
。
そ
の
痩

せ
ぎ
す
な
る
を
見
て
は
、
何
人
も
彼
も
ま
た
そ
の
友
の
如
く
、
し
か

く
、
幸
福
に
か
つ
自
ら
樂
め
り
と
は
え
想
は
ざ
る
べ
し
。
彼
の
打
臥

し
た
る
樣
は
醜
し
、
そ
の
鉢
ひ
ら
け
た
る
大
な
る
頭
は
、
彼
の
長
き

首
の
上
に
無
細
工
に
載
れ
り
。
彼
の
手
、
短
か
き
黑
の
上
衣
を
も
て

究
屈
に
装
へ
る
そ
の
か
ら
だ
、
及
び
蟋
蟀
の
後
足
の
如
く
も
た
け
た

る
長
き
兩
脚
な
ど
、
彼
の
姿
は
凡
て
醜
し
。
し
か
も
猶
、
彼
が
善
良

な
る
敎
育
う
け
た
る
人
な
る
こ
と
は
、
何
人
も
認
め
う
べ
し
。
彼
が

氣
の
き
か
ざ
る
樣
子
の
う
ち
に
も
、
良
き
教
育
の
痕
あ
り
。
そ
の
平

凡
な
る
、
否
寧
ろ
や
滑
稽
な
る
面
も
、
そ
の
性
の
あ
た
ゝ
か
さ
と
、

平
生
の
思
慮
深
さ
と
を
示
せ
り
。
こ
の
人
の
名
は
ア
ン
ド
ラ
イ
、
ペ

ト
ロ
ウ
イ
ツ
チ
、
ベ
ル
シ
子
ツ
フ
と
言
ひ
、
彼
の
友
な
る
髪
の
毛
美

し
き
若
人
は
、
パ
ウ
ル
、
ヤ
コ
ブ
リ
ツ
チ
、
シ
ユ
ウ
ビ
ン
と
ぞ
言
ふ

な
る
。

『
何
故
に
君
は
う
つ
む
き
て
臥
せ
ざ
る
に
か
、
わ
が
如
く
に
。』
シマ

ウマ

ビ
ン
口
を
開
き
ぬ
。（
33
）

　

「
ク
ウ
ン
ト
ソ
ホ
」、「
モ
ス
ク
ォ
川
」、「
ア
ン
ド
ラ
イ
」
な
ど
の
表
記

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
語
原
文
か
ら
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
訳

な
ど
か
ら
の
重
訳
と
思
わ
れ
る
が
、「
さ
す
ら
へ
び
と
」
が
誰
な
の
か
は

謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

田
中
純
以
後
の
翻
訳

　

次
に
、
田
中
純
の
後
に
出
た
翻
訳
（
単
行
本
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
冬
夏
社
か
ら
出
た
『
ツ
ル
ゲ
ー
ニ
エ
フ

全
集
二
巻
』
の
中
に
、
牧
一
也
訳
の
『
そ
の
前
夜
』
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
中
央
出
版
社
の
「
袖
珍
世
界
文
学
叢

書
一
一
」
と
し
て
、
品
川
準
訳
の
『
そ
の
前
夜
』（
イ
ヴ
ン
・
ツ
ル
ゲ
ネ
ー

フ
作
）
が
出
た
。

　

米
川
正
夫
は
『
そ
の
前
夜
』
の
訳
を
何
度
も
出
し
て
い
る
が
、
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
に
隆
章
閣
か
ら
出
た
『
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
五
巻
』
の

中
に
あ
る
の
が
、
お
そ
ら
く
最
初
の
も
の
だ
ろ
う
。

－（157）
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昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
三
笠
書
房
か
ら
原
久
一
郎
が
『
初
恋
』

と
『
そ
の
前
夜
』
を
抱
き
合
わ
せ
た
翻
訳
（
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ニ
ェ
フ
作
）
を

出
し
て
い
る
。
昭
和
一
八
年
に
は
石
井
秀
平
訳
『
そ
の
前
夜
』
が
高
山
書

院
か
ら
出
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、
湯
浅
芳
子
訳
の
『
そ
の
前

夜
』
が
岩
波
文
庫
か
ら
出
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
に

筑
摩
書
房
か
ら
出
た
「
世
界
文
学
大
系
三
一
（
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
）」
に
収

め
ら
れ
た
、
金
子
幸
彦
訳
の
『
そ
の
前
夜
』
が
、
お
そ
ら
く
活
字
に
な
っ

た
最
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
あ
ま
り
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
（
34
）。

結
び
に
か
え
て 

─ 

近
代
日
本
の
白
楽
天

　

『
そ
の
前
夜
』
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
長
篇
小
説
の
な
か
で
最
初
に
完
訳

さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
明
治
時
代
に
二
度
完
訳
さ
れ
た
作
品

（
一
度
目
は
ロ
シ
ア
語
原
典
か
ら
、
二
度
目
は
英
訳
か
ら
の
重
訳
）
で
あ

る
が
、
そ
の
後
こ
の
作
品
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容
の

主
流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
も
ロ
シ
ア
文
学
受
容
の
中

心
か
ら
外
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
あ
る
時

点
で
特
異
な
方
向
に
舵
を
切
っ
た
、
わ
が
国
の
文
学
史
の
流
れ
と
も
無
縁

で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

自
然
主
義
後
期
の
代
表
作
家
と
さ
れ
る
國
木
田
独
歩
、
田
山
花
袋
、
島

崎
藤
村
は
、
い
ず
れ
も
詩
人
と
し
て
出
発
し
、
や
が
て
小
説
家
に
転
じ
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
若
い
頃
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
に
傾
倒
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
「
自
然
主
義
」
の
誕
生
と
伸
張
に
ツ

ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
寄
与
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

は
そ
の
自
然
主
義
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
、
と
さ
え
言
え
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
は
「
余
計
者
」
か
ら
始
め
て
行
動
的
人
物
を

描
こ
う
と
し
た
が
、
日
本
の
自
然
主
義
は
逆
に
、「
非
凡
人
」
を
求
め
て

そ
の
挫
折
か
ら
「
余
計
者
」
の
世
界
に
引
き
籠
も
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ

う
に
見
え
る
。

　

そ
れ
で
も
、
作
家
た
ち
は
「
小
説
家
の
小
説
家
」（
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
）
と
呼
ば
れ
た
ロ
シ
ア
の
文
豪
か
ら
小
説
技
法
は
大
い
に
学
び
、
パ

ト
ス
は
秘
か
に
受
け
継
い
だ
の
か
も
知
れ
な
い
し
、「
自
然
主
義
」
の
時

代
を
過
ぎ
る
あ
い
だ
に
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
完
全
に
葬
り
去
ら
れ
た
訳
で
は

な
か
っ
た
。

　

詩
人
か
ら
出
発
し
て
散
文
作
家
に
な
っ
た
も
う
一
人
の
男
、
佐
藤
春
夫

が
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
発
表
し
た
「
近
代
文
学
の
展
望
」（
第

四
章
「
外
国
文
学
の
影
響
」）
の
中
か
ら
次
の
一
節
を
引
用
し
て
、
小
論

の
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ゾ
ラ
は
多
く
の
問
題
の
種
を
蒔
き
模
倣
や
換
骨
奪
胎
も
尠
く
な
い

の
に
、
そ
の
収
穫
は
決
し
て
豊
富
と
は
云
へ
な
か
つ
た
。
ゾ
ラ
以
前

に
渡
来
し
て
早
く
歓
迎
さ
れ
た
ツ
ル
ゲ
ニ
ェ
フ
も
自
然
主
義
時
代
に
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は
あ
つ
さ
り
も
う
ふ
る
い

0

0

0

0

0

で
危
う
く
葬
ら
れ
さ
う
な
と
こ
ろ
を
「
そ

の
前
夜
」
や
「
処
女
地
」「
父
と
子
」
な
ど
の
新
訳
に
よ
つ
て
、
社

会
小
説
家
、
風
俗
小
説
家
と
し
て
で
も
い
ふ
新
し
い
角
度
か
ら
の
ツ

ル
ゲ
ニ
ェ
フ
の
新
展
望
が
生
じ
て
、
そ
の
反
権
威
、
反
習
俗
が
見
直

さ
れ
命
脈
を
保
つ
た
と
い
ふ
の
も
、
や
は
り
民
族
の
好
尚
に
適
合
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
で
あ
つ
た
ら
う
。
ツ
ル
ゲ
ニ
ェ
フ
は
今
日
で

も
ま
だ
新
訳
或
は
覆
刻
版
が
出
て
最
近
ま
で
読
者
を
失
つ
て
ゐ
な
い

ら
し
い
。
渡
来
以
降
既
に
半
世
紀
以
上
を
経
て
こ
の
状
態
を
保
つ
て

ゐ
る
の
は
新
陳
代
謝
の
劇
し
い
日
本
の
読
書
界
に
あ
つ
て
は
希
有
な

一
例
で
、
ツ
ル
ゲ
ニ
ェ
フ
は
そ
れ
近
代
日
本
の
白
楽
天
と
も
云
ふ
べ

き
か
。（
35
）

註（
１
）　

主
な
も
の
を
挙
げ
る
と 

─
─ 

木
村
毅
「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
と
日
本
文
壇
」（『
砂
濱
散
策
』
信
正
社
、

一
九
三
六
年
、
四
三
〜
六
二
頁
）。

安
田
保
雄
「
日
本
に
お
け
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
」（『
比
較
文
学
論
考　

続
篇
』

学
友
社
、
一
九
七
四
年
、
二
四
〜
五
三
頁
）。

佐
藤
清
郎
「
あ
と
が
き
に
か
え
て 

─
─ 

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
受
容
の
歩
み 

─
─ 

」（『
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
生
涯
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
二
六

○
〜
二
六
八
頁
）。

柳
富
子
「
明
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
」（
川
戸
道

昭
・
榊
原
貴
教
編
『
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
集 

Ⅰ
』（『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
『
新

聞
雑
誌
編
』
四
十
』）
大
空
社
、
一
九
九
六
年
、
三
七
五
〜
三
八
三
頁
）。

（
２
）　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
の
読
書
界
に
衝
撃
を
与
え

た
『
あ
ひ
ゞ
き
』
発
表
に
先
立
つ
こ
と
二
年
、
二
葉
亭
四
迷
を
名
乗
る
前

の
長
谷
川
辰
之
助
は
『
父
と
子
』
の
翻
訳
を
試
み
、
坪
内
逍
遙
の
仲
介
で

出
版
さ
れ
る
手
は
ず
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
上
梓
に
至
ら
ず
、
原
稿
も
失
わ

れ
た
。
こ
の
幻
の
翻
訳
作
品
は
「
春
廼
家
朧
助
訳
・
冷
々
亭
杏
雨
訳
」『
虛

無
黨
形
氣
』
と
い
い
、
原
作
の
四
分
の
一
く
ら
い
の
抄
訳
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
が
、
逍
遙
に
よ
れ
ば
「
其
譯
は
私
の
知
る
限
り
の
最
初
の
口
語
體

の
小
説
譯
文
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、
実
現
し
て
い
れ
ば
わ
が
国
の
文
学
史

が
書
き
換
え
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
３
）　

『
ル
ー
ヂ
ン
』（
一
八
五
六
）、『
貴
族
の
巣
』（
一
八
五
九
）、『
そ

の
前
夜
』（
一
八
六
〇
）、『
父
と
子
』（
一
八
六
二
）、『
煙
』（
一
八
六
七
）、

『
処
女
地
』（
一
八
七
七
）

（
４
）　

こ
の
翻
訳
は
は
じ
め
「
日
本
之
時
事
」
第
二
三
・
二
四
号
に
『
憂

國
憐
才 

美
人
草
』
と
い
う
題
で
第
三
回
（
原
作
の
第
三
章
に
相
当
）
ま

で
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
連
載
を
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
間
も
な
く
同
じ

く
博
文
館
が
出
し
て
い
た
文
芸
雑
誌
「
や
ま
と
錦
」
の
第
七
号
か
ら
第

一
三
号
ま
で
に
『
あ
ら
し
の
花 

美
さ
ほ
草
紙
』
と
い
う
題
で
改
め
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

こ
の
長
篇
小
説
の
明
治
期
の
三
種
の
翻
訳
に
つ
い
て
委
細
は
別

稿
参
照
。
相
沢
直
樹
「
三
つ
の
『
そ
の
前
夜
』 

─
─
明
治
期
に
お
け
る
ツ
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ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
翻
訳
と
受
容
を
め
ぐ
っ
て 

─
─
」、『
図
説
翻
訳
文
学
総

合
事
典
（
全
五
巻
）』
第
五
巻
：
日
本
に
お
け
る
翻
訳
文
学
（
研
究
編
）、

川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
（
編
）、
大
空
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
二
〜

一
九
一
頁
。

（
６
）　

委
細
は
拙
著
『
甦
る
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』 

─
─ 「
い
の
ち
短
し
、

恋
せ
よ
、
少
女
」
の
誕
生
と
変
容
』
新
曜
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
四
二
〜

一
四
九
頁
参
照
。

（
７
）　

名
倉
生
「
須
磨
子
の
三
役
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
一
五
年

四
月
二
十
九
日
、
第
七
面
）。

（
８
）　

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
小
説『
そ
の
前
夜
』と
芸
術
座
の『
そ
の
前
夜
』

劇
お
よ
び
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
『
甦

る
『
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
』』
で
詳
し
く
論
じ
た
。

（
９
）　

筆
者
の
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、
刊
行
年
は
『
獵
人
日
記
』
か
ら

『
ル
ー
ヂ
ン
』、『
初
戀
』、『
そ
の
前
夜
』
ま
で
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、

（
６
）
の
『
父
と
子
』
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、（
５
）
の
大
貫
晶
川

訳
『
煙
』
の
み
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
で
あ
る
。

（
10
）　

国
会
図
書
館
の
書
誌
情
報
に
も
「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
」
と
い

う
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
11
）　

ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
作
、
田
中
純
譯
『
そ
の
前
夜
』
新
潮
社
、

一
九
二
〇
年
、
一
〜
二
頁
（
初
版
は
一
九
一
八
年
）。
原
作
の
発
表
年
に

つ
い
て
の
誤
り（
正
し
く
は
一
八
六
〇
年
）は
相
馬
御
風
訳
の『
そ
の
前
夜
』

や
楠
山
正
雄
の
『
そ
の
前
夜
』
劇
脚
本
の
前
書
き
と
同
じ
で
、
お
そ
ら
く

英
訳
者
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）　

『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、

四
七
二
頁
。

（
13
）　

同
、
四
七
三
頁
。

（
14
）　

こ
の「
序
」の
発
表
時
期
等
に
つ
い
て『
芥
川
龍
之
介
全
集
』の「
後

記
」（
五
三
八
〜
五
三
九
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
：

「
單
行
本
未
詳
。
本
全
集
は
普
及
版
全
集
第
八
巻
所
収
本
文
に
據
り
、
そ

の
文
末
日
付
「（
昭
和
二
年
一
月
）」
に
従
い
こ
こ
に
配
し
た
。
／
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
一
月
二
十
一
日
の
野
村
治
輔
宛
書
簡
に
「
飜
譯
の
件
は

勿
論
よ
ろ
し
い
。
序
文
も
同
封
し
て
お
送
り
し
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
」

と
あ
る
。」

（
15
）　

同
、
三
七
三
〜
三
七
四
頁
。

（
16
）　

同
書
、
第
八
巻
、
一
四
三
〜
一
四
四
頁
。

（
17
）　

白
柳
秀
湖
『
離
愁
』
隆
文
館
、
一
九
〇
七
年
、
一
六
二
頁
。

（
18
）　

な
お
、
木
村
毅
は
白
柳
秀
湖
の
『
黄
昏
』（
明
治
四
十
二
年
発
表
）

に
「
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
の
投
影
が
あ
つ
て
、
一
読
に
値
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
『
黄
昏
』
の
ど
う
い
う
所
の
こ
と
な
の
か
、
筆
者
に
は

探
り
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
。cf. 

木
村
毅
、
前
掲
書
、
六
二
頁
。

（
19
）　

白
柳
秀
湖
『
離
愁
』
二
〇
二
頁
。

（
20
）　

同
、
一
〇
頁
。

（
21
）　

同
、
一
四
頁
。

（
22
）　

同
、
一
八
頁
。
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（
23
）　

同
、
一
九
頁
。

（
24
）　

同
、
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
25
）　

『
藤
村
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
、
一
九
頁
。

な
お
、
雑
誌
「
雄
辯
」
に
発
表
時
の
原
題
は
「
飯
倉
だ
よ
り
」。

（
26
）　

い
ず
れ
も
新
潮
社
が
「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
全
集
」
の
名
の
下
に
刊

行
し
た
も
の
で
、『
ル
ー
ヂ
ン
』
は
大
正
七
年
に
、『
父
と
子
』
は
大
正
八

年
に
そ
れ
ぞ
れ
初
版
が
出
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

（
27
）　

明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）、
農
奴
改
革
（
一
八
六
一
年
）

（
28
）　

『
藤
村
全
集
』
第
一
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
、

五
三
五
頁
。

（
29
）　

吉
江
孤
雁
『
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
短
篇
集
』
内
外
出
版
協
會
、

一
九
〇
八
年
（
初
版
は
一
九
〇
七
年
）。

（
30
）　

田
中
純
訳
の『
そ
の
前
夜
』は
新
潮
社
の「
ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
全
集
」

第
四
篇
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
末
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
同

全
集
第
五
篇
に
は
大
貫
晶
川
訳
『
煙
』
が
入
っ
て
い
る
。
一
方
、
大
正
二

年
に
同
社
の
「
近
代
名
著
文
庫
」
第
四
篇
と
し
て
出
た
大
貫
晶
川
訳
『
煙
』

は
、「
遺
友
」
木
村
荘
太
郎
の
前
書
き
に
よ
る
と
、そ
の
出
版
に
つ
い
て
「
洋

行
前
御
多
忙
な
中
で
島
崎
藤
村
先
生
の
多
大
な
斡
旋
を
蒙
つ
た
」
も
の
で

あ
り
、
藤
村
が
こ
の
間
の
出
版
事
情
に
疎
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
。

（
31
）　

前
者
は
安
田
保
雄
「『
猟
人
日
記
』
と
近
代
日
本
文
学
（
一
） 

─ 

田
山
花
袋
と
島
崎
藤
村
」（『
比
較
文
学
論
考　

続
篇
』
学
友
社
、

一
九
七
四
年
）
六
八
〜
七
一
頁
、
後
者
は
同
「
詩
人
か
ら
小
説
家
へ 

─ 

独
歩
・
花
袋
・
藤
村
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ 

─
」（『
比
較
文
学
論
考　

第
三
篇
』

学
友
社
、
一
九
八
一
年
）
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
32
）　

タ
イ
ト
ル
は
初
回
の
み
「
そ
の
夕
」。
巻
号
に
よ
っ
て
は
、
ま
た

同
じ
巻
号
で
も
本
文
と
目
次
で
「
さ
す
ら
へ
ひ
と
」
や
「
さ
す
ら
へ
人
」

な
ど
と
、
訳
者
名
の
表
記
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

（
33
）　

さ
す
ら
へ
び
と
「
そ
の
夕
（
ツ
ル
ゲ
子
フ
）」、『
心
の
花
』
第

一
二
巻
第
二
、
竹
柏
會
、
一
九
〇
八
年
、
二
一
〜
二
二
頁
。
な
お
、
同
巻

の
目
次
に
は
「
さ
す
ら
へ
人
」、「
そ
の
夕
（
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
）」、『
こ
ゝ

ろ
の
華
』
と
い
う
表
記
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

筆
者
が
調
べ
上
げ
た
『
そ
の
前
夜
』
翻
訳
の
リ
ス
ト
を
巻
末
の

別
表
に
掲
げ
た
。

（
35
）　
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』第
二
三
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
、

二
五
八
頁
。「
も
う
ふ
る
い
」
は
「
も
う
古
い
」（
と
い
う
一
言
で
片
づ
け

ら
れ
て
し
ま
う
）
意
と
推
察
さ
れ
る
。
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鳶色の靄の彼方に――相沢

別表：『その前夜』翻訳のあゆみ

タイトル 訳者 刊行年 雑誌／出版社 備考 作者名
憂国憐才
美人草

五七居士
（佐波武雄）

明２２（１８８９） 「日本之時事」
博文館

「日本之時事」
４月１日，４月１１日

露國都爾給呆
（ツルケ子ーフ）氏著

あらしの花
美さほ艸紙

五七居士
（佐波武雄）

明２２（１８８９） 「やまと錦」
博文館

「やまと錦」第７
号〜第１３号

露國ツルゲー子フ原著／
原稿

戀と戀 相馬御風 明４０（１９０７） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第５章

ツルゲニエフ

二人の友 相馬御風 明４０（１９０７） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第１章

ツルゲニエフ

エレンの日記 相馬御風 明４１（１９０８） 「文庫」 『オン・ジ・イブ』
第１６章

ツルゲニエフ

その夕 さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第１章に相当 ツルゲ子フ／ツルゲネー
フ

ヴエニスの春 相馬御風 明４１（１９０８） 「ハガキ文學」 『オン・ジ・イブ』
第３３章

ツルゲニエフ

その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第２章に相当 作者名なし
その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第３章に相当 ツルゲネーフ
その夕べ さすらへ人 明４１（１９０８） 「心の花」 原作第４章に相当 ツルゲ子フ
その前夜 相馬御風 明４１（１９０８） 内外出版協會 近代傑作集第１編 ツルゲネーフ
その前夜 楠山正雄 大４（１９１５） 新潮社 （脚本） ツルゲエニェフ
その前夜 田中純 大７（１９１８） 新潮社 ツルゲエネフ全集

４編
ツルゲエネフ

その前夜 牧一也 大１０（１９２１） 冬夏社 ツルゲーニエフ全
集２巻

ツルゲーニエフ

その前夜 品川準 昭３（１９２８） 中央出版社 袖珍世界文学叢書
１１
ツルゲネーフ集

イヴン・ツルゲネーフ

その前夜 米川正夫 昭５（１９３０） 隆章閣 ツルゲーネフ全集
５巻

ツルゲーネフ

その前夜 米川正夫 昭７（１９３２） 春陽堂 世界名作文庫 ツルゲーネフ
その前夜 品川準 昭１０（１９３５） 文新社 世界文学名著文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭１１（１９３６） 六芸社 新修普及版　ツル

ゲーネフ全集３巻
ツルゲーネフ

その前夜 原久一郎 昭１２（１９３７） 三笠書房 初恋：その前夜 トゥルゲーニェフ
その前夜 米川正夫 昭１２（１９３７） 金星堂 真実の書 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭１３（１９３８） 新潮社 新潮文庫 ツルゲーネフ
その前夜 石井秀平 昭１８（１９４３） 高山書院 　 ツルゲーネフ
その前夜 石井秀平 昭２２（１９４７） 高山書院 　 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２２（１９４７） 共和出版社 ツルゲーネフ名作

選集３
ツルゲーネフ

その前夜 米川正夫 昭２４（１９４９） 共和出版社 ツルゲーネフ全集７ ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２５（１９５０） 世界書房 　 ツルゲーネフ
その前夜 湯浅芳子 昭２６（１９５１） 岩波書店 岩波文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２６（１９５１） 角川書店 角川文庫 ツルゲーネフ
その前夜 米川正夫 昭２８（１９５３） 創元社 ツルゲーネフ作品

４巻ノ内
ツルゲーネフ

その前夜 金子幸彦 昭３７（１９６２） 筑摩書房 「世界文学大系」
３１（ツルゲーネフ）

ツルゲーネフ
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Beyond the dark-brown hazy sky over Tokyo
─ An essay on the history of Japanese translations and the reception of 

Turgenevʼs On the Eve

Naoki AIZAWA

　In this paper I trace the history of the Japanese translations of Turgenevʼs less famous novel On the 

Eve （1860） and investigate how it was received in Japan. 

　While Meiji-era Japan saw two full Japanese translations of the novel, the Taishō era saw both a see-

mingly secondhand translation by Jun Tanaka （1918）, and also a dramatization by Masao Kusuyama 

（1915） for  performance by the Art Theater （Geijutsu-za） in Tokyo.

　I consider some features of the reception in Japan of On the Eve, by introducing Shuko Shiroyanagiʼs 

fantastic 1907 essay on the novel to which Ryūnosuke Akutagwa made a meaningful allusion, as well as 

some anonymous translations in the journal Flower of the Heart （1908）.  

　Finally, I point out some likenesses between the titles of Tōson Shimazakiʼs novel Before the Dawn 

and Turgenevʼs On the Eve, and discuss the possibility of Tōsonʼs having borrowed from Turgenev.
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